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Ａ：Runway 装置と動機づけの概念．上部にはRunway 装置の概略図，下部には装置の写真を示している．Runway 終末部の Goal lever
と電気刺激報酬（Reward）の関係と，装置の構造を学習したラットは報酬に対する動機づけ（Motivation）を生じ，Start box から走
行してレバーを押すようになる．Ｂ：Runway 装置を用いた実験スケジュール．Priming 刺激はラットの報酬に対する動機づけを調節
する刺激であるため，Priming 刺激を10回（10 Prim.）与えている場合と比較して５回（5 Prim.）しか与えない条件では報酬に対す
る動機づけは低下し，走行スピードは低下する（グラフの Pre と，Baseline およびTest との比較）．一方，Priming 刺激回数が同じで










runway ICSS model における動機づけ行動を改善せ
ず，逆に低下させた（図３Ｂ）．脳内自己刺激行動にお
ける反応低下はうつ病における興味や喜びの低下を表
現すること14)から，runway ICSS model は抑うつ情動
のうち動機づけの低下を特にあらわした行動モデルで





































＊P < 0.05, ＊＊P < 0.01 vs. Control n = 5-6
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Simultaneous-treatment of dopamine agonistsD
Bonferroni’s test
＊P < 0.05 vs. Control n = 5
＊
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